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D 45 油ヨゴレの再付着防止に対するビルダーの効果

お茶女大家政　○木村美智子　駒城素子　中島利誠

〔(社)日本家政学会

　目的　洗剤ビルダーに必要とされる機能を探る上で、再付着防止効果に着目し、水溶性

ビルダーを中心として油ヨゴレの分散安定性と再付着防止効果について検討した。

　方法　《試料》界面活性剤: SDS、　ビルダー: Na。SO。、Na^CO,、トリ|ポリリン酸Na塩、

ニトリロ三酢酸三Na塩、クエン酸三Na塩、無水マレイン酸とシクロペンテン或はジイソブ

チレンとの共重合体Na塩、ポリビニルアルコール、ゼオライト。　《乳化能測定》SDS

0. 08g/L 、ビルダー0.1, 0.4, lg/L　の混合水溶液□mLと油lOmLとを振とうびんに入れ15

mi n振とう後、分液ロートに移し24hr後のＯ／Ｗ相の濁度を660nniの吸光度で表わし、吸光

度が･高いほど乳化能も高いと評価した。　《付肴実験》上記濃度のSDS,ビルダー混合水溶

液（　75i≪L)中に油　30ingを分散( 120cpiii、15niin）した後、ポリエステル白布を入れ（浴

比1:60)、12 Ocpm 30inin汚染を行なった。布に付着した油を四塩化炭素で抽出後、IRにて

定量し付着量を算出した。　実験は全て20℃で行なった。

　結果　乳化能il定においては、水溶性ビルダーは全てSDS単独に比べて添加効果があり

、しかも濃度依存性は見られなかった。しかし、ゼオライトでは添加によりSDS単独より

も乳化能が低くなる結果が得｡られた。一方、付着実験ではビルダーの種類や、その濃度依

存性に大きな違いが認められた。乳化能の結果とは対応が認められず、再付着防止には別

の要因が関係していると考えられた。その一つとして、アルカリビルダーによる脂肪酸セ

ッケンの生成が考えられるため、脂肪酸付着量とセッケン生成量との関連についても調べ

た。

D 46 置換ゼオライトの布への付着に関する研究
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＜目的＞わが国の衣料用洗剤の約9 5％は、Ha－ゼオライトを配合した無リン洗剤である

Na－ゼオライトは水不溶性物質であり、洗濯用水中の硬度成分とイオン交換をしてCa－ゼ

オライトやHg－ゼオライトの置換ゼオライトを生ずる。本研究では、置換ゼオライトの布

への付着性を調べると共に、ゼオライト付着布の外観変化を官能検査により調べ、肉眼で
識別できるゼオライト付着量について検討した。

＜方法＞①試料:Na－ゼオライト(Na-Z）:Ａ型ゼオライトで平均粒子径は２～４μｍ

Ca－ゼオライト（､Ca-Z) :CaCla水溶液中でイオン交換操作により調製、置換度7 1 %、
Mg－ゼオライト(Mg-Z):MgCls水溶液中で調製、置換度6 8％。

②ゼオライトの付着実験: lOOBl共栓付ガラス瓶にゼオライトを含む80iglの分散液と試料
布0.6gを入れ、恒温振とう機を用いて20°C、120rp・で24時間振とうした。

③ゼオライトの定量：ゼオライト付着布を2N-HC1中で加熱抽出した後、希釈液中のAlを

原子吸光分析により定量し、ゼオライト付着量を質出した。
④粒度分布測定：遠心沈降式粒度分布装置（島津SA-CP2型）を使用。

＜結果＞各ゼオライトの布への付着順位は、Mg-Z＞Ca-Z＞Ha-Z　であった。これは、分散

液中における各ゼオライトの平均二次粒子径の大きさに依存していることが確認された。

また、赤、黄、青、黒の各色につき７～1 0種類の明度の異なる染色布を調製した。さら

に、一色ごとに1 o段階の付着量の異なるゼオライト付着布を作り、官能検査を行った結
果、明度の低い布ほどゼオライトが容易に識別されることが明確となった。


